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■計画の基本情報

H 29 ～ R 58

公共施設等総合管理計画に関する実績等報告書（令和５年度）

位置付け

  本計画は、必要な公共施設等を適切に維持・管理するための基本方針を定めた
もので、施設マネジメントの基本計画として位置付けている。また、第2次亀山市総合
計画後期基本計画との関連は、基本施策「(2)財産・情報の適正な管理・活用」と深
く関わり、②公有財産の効率的・効果的な活用の部分を補完するものである。

総務財政部 財務課

目的・概要

計画期間 年度

  公共施設等については、施設の老朽化や更新、維持・管理への財政負担、施設
利用需要の変化など、それらへの対策が課題である。本計画は、課題分析を的確
に行い、将来費用を試算した上で、利便性や安心・安全に利用できる環境など利用
者の視点に立ち、更新や統廃合、長寿命化など総合的な管理を行うものである。

計画の骨格

  将来にわたって持続的な行政サービスを維持するため、60年後のあるべき姿を描
きながら、公共施設やインフラの計画的な維持管理と施設総量の削減を行うことで、
１年あたりの投資的経費を直近５ヵ年の平均である22億7千万円（将来費用の25％
削減）に近づけることを目標に取り組む。
  この目標を達成するため、「維持管理経費の削減と長寿命化の推進」「将来費用
の確保」「施設総量の削減」の３つの基本方針と７つの実施方針、17の施設類型ご
との基本方針を基に実行する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

将来費用 

年間 30.4 億円 

 

 

 

現在 

維持管理経費の削減 

長寿命化 

施設総量の削減 

施設・インフラの 

老朽化 

厳しい財政状況 

人口減少 

少子高齢化 

公共施設等 

 

 

投資可能額 

年間 22.7 億円 

 

 

 

60 年後 

25％削減 

将来費用の確保 

①集約化 
②複合化（多機能集約） 
③転用 
④一部利用停止 
⑤廃止 
⑥民間施設の利用 
⑦民間活力の活用 
⑧広域化 
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■計画の実績等

目標値現状値
実績値
（R5）単位

成果指標名

将来費用の削減（60年間で25％） 億円 1362.01823.1

今後の方向性

反省点・課題

取組実績

成果

総合計画
推進への
寄与度

　施設の維持管理費削減や長寿命化の推進に関しては、市内の小中学校及び給
食センター（15施設 99棟）の適正な改修や建替え時期等を整理した「亀山市学校
施設等長寿命化計画」を策定するとともに、令和４年度から３か年で実施する公共
施設ＬＥＤ化推進事業において、小中学校や子育て支援施設、消防庁舎など37施
設のＬＥＤ化を図った。
　また、施設総量の削減に関しては、新庁舎整備事業において、現在、分散してい
る行政機能（庁舎）を新庁舎に集約することを基本とする「新庁舎整備基本計画」を
策定するもとともに、亀山駅周辺を建設予定地（エリア）に選定した。

　学校施設等長寿命化計画や新庁舎整備基本計画の策定により、施設の長寿命
化や施設総量の削減に向けた具体的な取組方針を示した。また、施設照明のLED
化を計画的に進めたことにょり、電気料金や修繕費などの維持管理経費の削減が
図ることができた。

 本計画の推進により、効率的・効果的な施設の維持・管理が可能となることから、
持続可能な財政運営の確保と総合計画の推進につながる。

  学校施設や行政庁舎のみならず、老朽化が進むその他の各施設についても、今
後の再編等の方向性について検討する必要がある。

　各施設の再編等については、本計画や公共建築物個別施設計画で定める施設
再編等の方向性を踏まえた上で、関係部局で具体的な検討を進めるとともに、庁内
横断的な調整を図りながら進める。


